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～第３期北海道スポーツ推進計画策定について～

１ 北海道スポーツ推進審議会の進め方

３年度 4年度

（R4.2月） （６月） （８月） （10月）

書面開催 第１回審議会 第２回審議会 第３回審議会

■道の第2期計画
の点検・評価 ■全体構成（骨格） ■骨子案の整理 ■素案の整理

（中間報告） の整理
(1)第１回審議会

現状・課題や めざす姿、 意見も踏まえ、 めざす姿、基本

今後の方向性に 柱立て等 取り巻く環境→ 方針、取り組む

ついて認識整理 の骨組みである めざす姿への政策 施策などを

全体構成（骨格） 展開の方向（打ち 全体構成に沿

■道の条例、国の の整理 出し方）等を整理 って記載した

計画を報告 (2)テーマを絞った 計画素案を整理

意見交換

（１2月） Ⅳパブリックコメント→（2月）Ⅴ案の決定→（3月）Ⅵ計画決定
（審議会委員への報告）

２ 第２回審議会の内容

（１）第３期北海道スポーツ推進計画「骨子案」の提示

（２）意見交換

（テーマ）
① スポーツ参画人口の減少について
北海道の総人口は、２０１５（H27）年の約５３８万人から、２０４０（R22）年には４２８万人、

２０６０（R42）には約３２０万人まで減少すると見込まれます。このことに加え、新型コロナウイル

ス感染症の影響により、スポーツ（参画）人口の減少が大きく懸念されます。

② 子どものスポーツまたは、スポーツに親しむ環境（場）について
２０２２（R4）年６月に、国の「運動部活動の地域移行に関する検討会議提言書」が示されました。

少子化が進展する中、子どもたちや、地域のスポーツを取り巻く環境が大きく変化していくことが想定

され、将来にわたり、スポーツに継続して親しむことができる機会や環境の確保が重要と考えています。

③ 障がい者スポーツなどの推進について
障がい者スポーツの環境は、健常者のそれと比べ脆弱であることは、国の基本計画でも言及されて

おり、北海道も十分な環境となっていない状況といえます。

今後、障がいや性別その他の事情にかかわらず自主的・積極的にスポーツに参画でき、ささえあう

社会を目指していくことが重要と考えています。


